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　2005年からトヨタ白川郷自然學校で夏休み自然探検隊を開催しています。2011年は「環境にイイことプラス！」な「未来の自分への手紙」に
応募した小学4年生から6年生の24名が世界遺産白川郷で自然の大切さと先人の知恵について学びました。

　市民講座なごや環境大学で「お店探検隊インタープリター」を養成して
います。環境にやさしいライフスタイルをテーマに、お店探検やエコ博の
案内役になってもらう人を育成しました。
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夏休み自然探検隊

　ユニーは日本モンキーセンターと共働でモンキーサマースクールを開催しています。「ぼくの私の好きな生き物」をテーマに応募した24名の小
学生を招待し、人間に一番近い生き物である霊長類との触れ合いを通して、命について学びました。

日本モンキーセンター「モンキーサマースクール」

タ白川郷自然學校で夏休み自然探検隊を開催しています。2011年は「環境に
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先人の知恵

白川郷の合掌造りでは
昔の人の知恵を学びました。

友達づくり
全国から集まった友達と
仲よくなりました。

自然に触れる

森や川、たくさんの
自然に触れました。

「伝え方」を学びました エコロキッズ応援隊で
エコ博案内役として活躍

名古屋市とだがわこどもランド名古屋経済大学高蔵高等学校名古屋市立本郷小学校

　中部地区を活動拠点とする環境パートナーシップ・CLUB
（EPOC）は、行政、大学・研究機関に加え業種や規模の垣
根を越えて企業が集まり地域社会で活動しています。「次世
代交流分科会」では、子供達が分かりやすく学び、体験する
講座を受け持っています。ユニーは「環境にやさしいお買い
物」をテーマに高校や小学校、児童館などで講座を開催しま
した。

持続可能な開発のための教育（ESD）への取り組み
　ユニーの目指す「持続可能な社会」を担う子供達に、環境学習や農業体験、自然探検など体験や学習、いろんな人達との交流の場を提供し
ています。この活動は、国連が進めるESDを踏まえ、環境や社会貢献という要素だけではなく、「食糧問題」や「命の大切さ」をテーマに、子供
達が美しい自然の中で幸福に生きていくための「ちから」を身につけてもらいたいとすすめています。

　ESDは、Education for Sustainable Developmentの略で、持続可能な開発のための
教育と訳されています。2005年からの10年をキャンペーン期間とし、普及啓発や実践の仕
組みづくりなどが国際的に行われています。そして2014年の最終年会合が愛知県・名古屋
市、岡山市で開催されることになり、ESD活動が活性化されつつあります。ESDは、地球
の限りある資源をうまく使って、今を生きる人、未来を生きる人が安心して幸せに暮らすことの
できる社会をつくるための「未来をつくるための学びあい」といえるでしょう。
　ユニーは、店舗や販売している商品の生産・流通現場等を活用して多様な環境教育の機
会を提供、またCOP10を機に生物多様性を学ぶ体験型環境学習プログラムも実践されていま
す。それも、自社だけでなくNPOや企業、行政と連携しながら、です。まさに「ESD」です。スーパーマーケットには、
持続可能な社会づくりのキーワード「環境、経済、社会の調和」を実体験できる機会があふれています。今後、子ど
もも大人も参加できる学びの場、また学校教育と連携した場の創出を期待します。ユニーのお店には、地域のESD
拠点として存在していただきたいと強く思います。

「ESDの10年」最終年の2014年に向けて
未来をつくるための学びあい～お店だからこそのESD 

はい、
ガッショウ～！（合掌）

合掌造りの中は
こんなふうなんだね。
工夫がいっぱいだ！

インタープリターに
森の秘密を
教えてもらいました。

白川郷の方に
お話を聞いたよ！

白川村を
散策しました。

ユニーは日本モンキーセンターと共働でモンキーサマ
学生を招待し、人間に一番近い生き物である霊長類と長類と 命について学びました。命について学びま

小川の水を使って
水力発電の実験をしました。
水の力で電気がついた！

学芸員からサルの生態を
学びました。サル図鑑を
自分で作りました。

昼間とは違う
朝の森

イギリス式
テーブルマナーの
講習。

日本モンキーセンター「モンキー

未来のエネルギー！
水素電池で電気自動車を
走らせました。

蚕のまゆで
シルクタペストリー作り！
森の葉っぱをすきこみました。

みんなで協力して
サルのえさを
準備しました。

普段は入れない
オリの中でサルを
詳しく観察。

河原の石で石器作り！　
BBQ用の肉を切りました。

理想の動物園を
グループで考えました。
未来の動物園は
どんな風になるのかな？ 

ママナーのママナ

1992年
国連環境開発会議（ブラジル/リオ・デ・ジャネイ
ロ）にて、持続可能な開発のための教育（ESD）
の重要性をうたった「アジェンダ21」を採択

2002年
持続可能な開発に関する世界首脳会議（南アフリ
カ/ヨハネスブルグサミット）にて、日本の提案によ
る「ESDの10年」が実施計画に盛り込まれる
第57回国連総会にて、ユネスコを主導機関として
「国連ESDの10年」（2005～ 2014）を採択

2005年
「国連ESDの10年」スタート

2014年
「持続発展教育（ESD）に関するユネスコ世界会議」
（日本/愛知県・名古屋市、岡山市）

●ESDの歩み
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■参考資料：
●ユネスコスクールと持続発展教育（ESD）/
　日本ユネスコ国内委員会
●ESDがわかる！
●未来をかえる人づくり～ESDリーフレット
　/NPO法人「持続可能な開発のための教育の
　10年」推進会議

ユニーの
コラボレーションによる

ESD活動

いろんな場所で！
　日本モンキーセンターやトヨタ白川郷自然學校、リサイクルトイレッ
トペーパーの工場、田んぼ、味噌蔵など、いろいろな場所での学習
を展開しています。地域の多様なセクターとのもっと楽しく学べる
ESD企画を期待しています。

いろんなテーマで！
　お店探検隊ではブラジル籍の子供や障がいをもった子供達も参加
しています。まさに多文化共生、バリアフリー教育です。また認知症
の方や高齢者のお買い物サポート、リ デザインプロジェクトによる商
品開発や商品販売などを実施。「学び合い」「つながり」がどんどん
広げる多様なESD実践を期待します。
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